
受け口の治療を希望される患者様へ 

（  ）は院長の年齢です。 

・2025 年(56 歳) → 8 歳以下は不可 

・2026 年(57 歳) → 9 歳以下は不可 

・2027 年(58 歳) → 10 歳以下は不可 

・2028 年(59 歳) → 11 歳以下は不可 

・2029 年(60 歳) → 12 歳以下は不可 

・2030 年(61 歳) → 13 歳以下は不可 

・2031 年(62 歳) → 14 歳以下は不可 

・2032 年(63 歳) → 15 歳以下は不可 

・2033 年(64 歳) → 16 歳以下は不可 

・2034 年(65 歳) → 17 歳以下は不可 

以降は受け口の患者様を受け入れることができません。 

※ 受け口は二期治療の開始時期を成長が落ち着くまで（男

性：18 歳、女性：16 歳）待たねばならず、保定も含め

て 7 年間は期間が必要と考えます。院長の年齢のことも

あり、最後までお付き合いできないため、年齢制限を設

けさせていただいております。 


